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多 く の 成 果 を 引 き 出 し 妥 結 
ＪＲ西労組は、７月 27日に「総合労働協約改訂に関する要求」を会社に提出して以降、団体交渉を

積み上げた結果、９月 15日に会社から以下の回答を引き出し、妥結した。 

＜主な妥結内容＞ 

○事前通知の見直し 

  発令日の「１０日前」から「１４日前」に見直し ※緊急やむを得ない場合は５日前 

○配偶者同行制度（異動）の新設 

  配偶者等の転勤や結婚により、会社エリア内に転居が必要となった場合 

○配偶者同行休職の新設 

  配偶者等の転勤や結婚により、会社エリア外に転居が必要となった場合 

○「新型コロナウイルス感染拡大に伴う勤務等の一時的な取り扱い」の恒久化等 

  半休の取扱い（使用回数の上限回数を撤廃） 

  看護休暇の取扱い（対象を小学校６年生の年度末までとし、取得事由に「育児する場合」を追加） 

  昇給欠格条項の取扱い（育児休職、介護休職を昇給欠格条項から除外） 

  通勤手当の取扱い（通勤途上で子を保育所等に送迎する場合、自家用車・並行私鉄を特認） 

  フレックスタイム制の取扱い（始終業時間帯の撤廃） 

○勤務制度等の改正 

 フレックスタイム制の適用箇所拡大 

 テレワークの取扱いについて、始終業時刻の変更範囲を２時間拡大 

○女性特有の健康課題に対する支援 

 フェムテックサービス導入 

 大阪鉄道病院における専用婦人科外来の継続 

 婦人科検診車を活用した検診機会の拡大 

その他、団体交渉の席上、仕事と家庭の両立を支援する観点から通勤手当の見直し、プロ採のライ

フステージに応じたキャリアステップのあり方、乗務員区所における勤務制限者向け行路の設定、技

術系統での特定資格に係る知識・技能向上を支援する仕組みについて、それぞれ検討する考えを引き

出した。（口頭） 

また、「２０２３春闘の最終場面で言及した一時金については、組合員から強い要望の声があるこ

とから、中央執行委員会等で議論・判断して要求する」と会社に訴えた。 


